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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
１

０
回
    

熊
野

熊
野

熊
野

熊
野
・・ ・・
有
馬

有
馬

有
馬

有
馬
ト
レ
イ
ル

ト
レ
イ
ル

ト
レ
イ
ル

ト
レ
イ
ル
をを をを
歩歩 歩歩
くく くく
    

 ◇
実

施
日

：
２

０
１

９
年

０
２

月
１

７
日

 
(
日

)
 
 

晴
 

◇
参

加
者
：
沖

﨑
吉

信
、
生

熊
敏

男
・
千

満
子

、
高

階
美

根
子

、
畑

林
清

子
、

上
村

和
美

、
湯

川
一

郎
、
濱

野
兼

吉
、
松

本
吉

殖
、
竹

中
卓

治
、

山
川

治
雄

・
白

妙
・

自
知

、
小

山
芳

子
、

中
村

け
い

子
、

 

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
６

名
。

 

 

有
馬

ト
レ

イ
ル

な
ん

と
い

い
ネ

ー
ミ

ン
グ

だ
ろ

う
。

参
加

の
案

内
を

聞
い

た
時

に
絶

対
参

加
す

る
ぞ

！
と

決
め

た
。

ト
レ

イ
ル

と
は

山
道

や
原

野
を

オ

ー
ト

バ
イ

で
走

る
こ

と
、

ま
た

は
山

道
の

こ
と

ら
し

い
。
 

私
は

勝
手

に
有

馬
の

周
辺

の
山

道
を

、
七

里
御

浜
や

有
馬

の
町

並
み

周
辺

の
山

々
を

眺
め

つ
つ

、
の

ん
び

り
楽

し
み

な
が

ら
早

春
の

山
や

里
を

ま
わ

る

ウ
オ

ー
キ

ン
グ

と
自

分
の

頭
に

描
き

、
新

し
く

国
土

地
理

院
の

２
万

５
千

分

１
の

地
図

も
買

い
、

ル
ー

ト
を

想
像

し
て

み
た

。
 

 
 

 
 

 

出
発

前
の

挨
拶

 
 

 
 

 
 

登
り

始
め

る
 

 
 

 
 

 
約

２
０

分
で

稜
線

へ
 

 新
宮

組
は

沖
﨑

さ
ん

の
車

に
松

本
さ

ん
、
途

中
畑

林
、
上

村
さ

ん
を

乗
せ

、

湯
川

さ
ん

に
は

生
熊

夫
妻

、
堺

か
ら

前
泊

の
梶

野
さ

ん
の

車
に

は
濱

野
が

乗

り
込

み
８

時
過

ぎ
に

出
発

。
花

の
窟

の
北

側
駐

車
場

に
着

く
と

海
山

か
ら

の

高
階

、
竹

中
さ

ん
が

先
着

し
待

機
し

て
い

る
。

間
も

な
く

山
川

さ
ん

夫
妻

ご

子
息

自
知

さ
ん

、
小

川
、

中
村

さ
ん

を
乗

せ
到

着
。
 

出
発

に
先

立
ち

沖
﨑

代
表

よ
り

今
年

は
山

彦
も

山
を

楽
し

む
行

事
も

何
回

か
取

り
入

れ
て

い
き

た
い

と
挨

拶
さ

れ
、

山
川

さ
ん

よ
り

有
馬

ト
レ

イ
ル

に

は
い

く
つ

か
の

コ
ー

ス
が

あ
る

が
、
今

回
は

５
時

間
コ

ー
ス

を
歩

く
と

紹
介

。
 
 

駐
車

場
か

ら
路

地
を

ぬ
け

線
路

を
越

え
、

羽
市

木
高

台
へ

の
津

波
の

避
難

路
を

登
る

。
避

難
路

に
し

て
は

急
峻

で
高

齢
者

に
は

厳
し

い
な

と
思

い
な

が

ら
登

る
が

、
な

に
は

と
も

あ
れ

命
が

大
事

。
便

利
で

安
全

な
こ

と
に

越
し

た

こ
と

は
な

い
が

、
自

然
界

に
は

そ
ん

な
便

利
な

も
の

は
な

い
と

わ
れ

わ
れ

は

肝
に

銘
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
雑

木
と

杉
や
檜

の
間

を
縫
っ

て
登

る
と
程

な
く
稜

線
に

で
る

。
 

 
 

 
 

 

花
の

窟
山

頂
か

ら
七

里
御

浜
一

望
と

鬼
ガ

城
方

面
 

 
 

 
 

三
等

三
角

点
（

有
馬

）
 

 稜
線

を
海

側
に
向

か
っ

て
す

す
む

と
丁
度

花
の

窟
の
天

辺
あ

た
り

に
岩

場

が
あ

り
、

こ
こ

に
続

く
道

に
は

歩
き

や
す

い
よ

う
に
石

が
歩
幅

に
削

ら
れ

て

い
る

。
山
頂

か
ら

は
七

里
御

浜
の

海
岸

線
の

絶
景

が
眺
望

で
き

る
。

さ
ら

に

そ
の

先
に

も
道

が
続

い
て

い
る

。
イ
ザ
ナ

ミ
、

イ
ザ
ナ
ギ
神
話

の
世

界
の
頂
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上
に

こ
ん

な
ひ

ら
け

て
明

る
い
世

界
が

あ
っ

て
、

こ
の
岩

場
の
ど

こ
に
黄
泉

の
国

に
通

じ
る
穴

が
あ

る
の

だ
ろ

う
か
選
っ

て
み

た
い
気

が
す

る
。
 

 
 

 
 

 

稜
線

を
た

ど
る

 
 

 
 

 
関

電
鉄

塔
か

ら
の

眺
望

 
 

 
舗

装
林

道
を

歩
く
 

 も
と

の
稜

線
に

も
ど

る
と

山
川

さ
ん

よ
り

、
土

が
掘

ら
れ
石

が
積

ま
れ

た

狼
煙

場
や

、
こ

の
近

辺
に

は
馬

に
ま

つ
わ

る
地

名
が
「

有
馬
」
「

馬
の
戸
」

「
馬

場
平
」
「

馬
止
」
「

大
馬
」
等
沢

山
あ

る
と

の
説
明

を
受

け
た

。
 

稜
線

を
し

ば
ら

く
歩

く
と
点

名
；

有
馬

の
三
等
三
角
点
標

高
１

８
７
．

６

㍍
に

着
く

。
三
角
点

は
現
在
四
等

ま
で

あ
り

、
一
等
三
角
点

は
９

０
㌔

、
一

辺
が

１
８
㌢

の
石
柱

地
上

に
出

て
い

る
部

分
が

２
１
㌢

、
地
下
部

分
が

７
３

㌢
の
深

さ
で

、
上

に
掘

ら
れ

た
十
字

は
東
西
南

北
を
指

す
よ

う
に
据

え
ら

れ

て
い

る
。

一
等
三
角
点

は
補
点

を
含

め
全

国
に

９
７

２
点

あ
る

。
二
等

、
三

等
三
角
点

は
一
編

が
１

５
㌢

で
。
四
等

ま
で
含

め
る

と
全

国
に

１
０
３

２
８

４
点
（

２
０

０
３

年
現
在
）

あ
る

。
三
角
点

は
山

の
高

さ
を
測
量

す
る

も
の

で
は

な
く

、
あ

く
ま

で
地

図
の
作
成

と
測
量

の
た

め
で

、
最

高
地
点

は
赤
石

岳
。
標

高
３

１
２

０
㍍

。
現
在

は
航
空
測
量

が
一
般
的

で
あ

る
が

、
今

で
も

利
用

は
さ

れ
て

い
る

。
 

さ
ら

に
稜

線
を
進

み
馬

場
平

、
猪

の
落

と
し
穴

や
炭
焼

き
窯
跡

な
ど

を
過

ぎ
、

眺
め

の
い

い
関
西
電
力

木
本

線
４

７
番
鉄
塔

で
休
憩

。
日
差

し
は
暖

か

く
風

も
な

く
、
お
菓

子
差

し
入

れ
や

生
熊

千
満

子
さ

ん
が

コ
ー
ヒ

ー
を
ポ
ッ

ト
入

れ
持
っ

て
き

て
御
馳

走
に

な
る

。
山

川
さ

ん
か

ら
は
遠

く
に
見

え
る
烏

帽
子

山
、
光
ケ
峰

、
大
雲

取
山

、
子

の
泊

山
な
ど

の
場
所

の
説
明

を
受

け
る

。
 

ア
ス
フ
ァ

ル
ト

の
道

路
に

出
て
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ

と
点
在

す
る
家

々
を

過
ぎ

る
と
薬
師
堂

と
庚
申

さ
ん

が
あ

り
、

山
川

さ
ん

の
お
姉

さ
ん

の
家

で
昼
食

。
 

昼
食

は
屋

内
組

と
屋
外

組
に

分
か

れ
、

私
た

ち
は
屋
外

で
と

る
。
 

 
 

 
 

 

山
川

氏
山

荘
で

昼
食

 
 

 
 

本
日

の
参

加
者

 
 

 
 

 
 

古
道

を
下

る
 

こ
の
家

の
庭

に
は
幹

周
り
数
㍍

、
樹

齢
何
百

年
と

い
う

大
き

な
桜

の
株

が

あ
り

、
風

で
倒

れ
て
家
屋

の
屋

根
の
梁

が
壊

れ
、
梁

を
入

れ
替

え
補
修

し
た

と
の

こ
と

。
こ

の
桜

生
き

て
い

る
ら

し
く

、
小

さ
な
枝

が
芽

を
出

し
て

い
る

。

な
ん

と
か
復
活

し
て
桜

の
花

を
咲

か
せ

て
欲

し
い

と
願

う
も

の
だ

。
 

午
後

か
ら

は
山

川
さ

ん
が
通
学

や
通
勤

で
歩

い
た
石
段

の
古

道
を
「

ま
な

い
た

さ
ん
」

に
く

だ
る

。
こ

の
「

ま
な

い
た

さ
ん
」

は
子
授

け
の

御
利
益

が

あ
る

ら
し

く
、
遠
来

よ
り
お

参
り

に
来

る
人

も
多

く
、

御
利
益

を
授

か
っ

た

方
は

ま
た
お
礼

に
お

い
で

に
な

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。
「

ま
な

い
た

さ
ん
」

は
重

な
っ

た
岩

の
少

し
奥

ま
っ

た
所

に
、

ま
な

い
た

の
よ

う
な
岩

が
直

立
し

て
い

る
。

こ
の

ま
な

い
た
状

の
岩

も
珍

し
い

し
、

ま
た
直

立
し

て
い

る
状
態

も
ま

た
ま

れ
で

あ
る

。
な

ん
で

子
授

け
な

の
か

よ
く

分
か

ら
な

い
が

、
穴

の

中
で
直

立
す

る
は

、
女
性

と
男
性

の
関
係

と
深
読

み
す

れ
ば

、
し
っ

か
り
仲
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む
つ

ま
じ

く
セ
ッ
ク

ス
に
励

め
ば

、
子
ど

も
が
授

か
り

ま
す

よ
と

も
理
解

で

き
る

・
・

・
・

・
。
 

 
 

 
 

 

「
ま

な
い

た
さ

ん
」

に
立

ち
寄

る
 

古
い

墓
に

お
参

り
 

 
 

 
石

積
が

残
っ

て
い

る
 

こ
こ

か
ら

さ
ら

に
下
っ

て
、

有
馬

の
お
寺

の
高

名
な
住
職

が
分
骨

を
し

て

祀
ら

れ
て

い
る

場
所

が
あ

る
と

い
う

の
で

、
道

か
ら
外

れ
支
尾

根
を
下

る
。

石
塔

が
あ

る
が

、
随

分
古

い
物

ら
し

く
石
塔

に
刻

ま
れ

た
文
字

も
風
化

し
て

読
む

こ
と

が
で

き
な

い
。
 

 
 

 
 

 

ミ
カ

ン
畑

を
下

る
 

 
 

 
 

 
市

街
地

に
下

山
 

 
 

 
 

花
の

窟
の

上
部
 

生
熊

敏
男
導
師

の
勤

行
で
般
若
心
経

を
唱

え
お

参
り

す
る

。
元

の
道

に
戻

り
下
っ

て
山

道
を

出
た
所

で
休

息
。

こ
こ

か
ら

ミ
カ

ン
畑

を
水

路
に
沿
っ

て

歩
き

、
本
格

手
に
農

道
に

出
る

。
デ

コ
ポ

ン
や
ア
マ
ナ
ツ

、
ハ
ッ
サ
ク

の
最

盛
期

で
あ

る
が

、
鈴

な
り

の
ミ
カ

ン
も
採

ら
れ

る
こ

と
な

く
放
置

さ
れ

、
ミ

カ
ン

の
木

が
切

り
倒

さ
れ

、
高

齢
化

と
次
世

代
に
繋
げ

ら
れ

な
い
農
業

の
実

態
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
動
物

に
よ

る
獣
害

対
策

も
大
変

だ
か

ら
と

い
う
深
刻

な
状
況

が
窺

え
る

。
農

道
の
最
後

急
な

登
り

が
あ

り
セ
メ

ン
ト

や

ア
ス
フ
ァ

ル
ト

の
道

を
登

山
靴

で
歩

く
の

は
、

し
ん
ど

く
疲

れ
い

や
な

も
の

で
あ

る
。
 

最
後

の
休

息
を

し
て

山
道

に
入

り
、

雑
木

林
と
孟
宗

竹
の

林
を
抜

け
有

馬

の
町

に
出

て
、

駐
車

場
に
戻

る
。
 

 
 

 

駐
車

場
に

帰
着

 
 

 
 

 
 

 
 

 
有

馬
ト

レ
イ

ル
・

ル
ー

ト
図
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山
川

さ
ん

の
想

い
が
通

じ
る

ト
レ

イ
ル

で
あ
っ

た
。

自
分

が
生

ま
れ
育

ち

学
校

に
通

い
、
辛

か
っ

た
こ

と
楽

し
か
っ

た
こ

と
が

一
杯
詰

ま
っ

た
思

い
出

の
道

。
今

日
は

有
馬

の
「
三
丁
目

の
夕

日
」

が
詰

ま
っ

た
有

馬
の

の
ど

か
な

風
景

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た

。
 

特
に
気

に
か

か
っ

た
の

が
孟
宗

竹
の
繁
茂

で
あ

る
。
椎

や
樫

の
木

を
中
心

と
す

る
照
葉
樹

林
の
森

も
、
孟
宗

竹
に

駆
逐

さ
れ

て
い

く
姿

は
見

る
に

忍
び

な
い

。
早

急
な

対
策

が
櫃

な
の

で
は

と
も

感
じ

た
。
 

最
後

に
最

初
の

駐
車

場
で
話

題
に

な
っ

た
。
「
岳
人
」
３

月
号

に
「

山
彦
」

の
紹

介
記

事
が

出
て

い
る

。
３

月
号

の
特

集
が
「

巡
礼

の
道
」

で
熊

野
古

道
 

小
辺

路
な

の
で

そ
こ

は
読

ん
で

い
た

の
だ

が
、
３

６
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
た
「

巡
礼

の
山

を
支

え
る
人

々
」

の
紹

介
記

事
は
見

逃
し

て
い

た
の

は
残

念
で

あ
っ

た
。

早
速

帰
っ

て
ペ

ー
ジ

を
開

き
読

ん
だ

。
 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮

発
8
:
0
0
→

8
:
4
0
花

の
窟

・
北

側
駐

車
場

→
9
:
0
0
→

9
:
3
0
狼
煙

場
→

9
:
5
5

点
名
「

有
馬
」
三
角
点

→
1
0
:
0
5
鉄
塔

N
o
４

７
→

1
1
:
2
5
薬
師
堂

→
1
1
:
3
0
 

昼
食

(
山

川
さ

ん
山

荘
)
1
2
:
1
5
→

1
2
:
2
5
ま

な
い

た
さ

ん
→

山
道

を
出

た
所

1
3
:
:
0
5
→
農

道
最
後

の
場
所
休
憩

1
3
:
4
0
→

1
4
:
1
5
北

側
駐

車
場
解

散
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記
；

濱
野

、
写

真
；

梶
野

)
 


